
右の図のように、日θの周上に2点五,3を

とり、点■における円0の 接線と、点Bか

らこの接線にひいた垂線との交点をσとす

る。線分Bσ と円0と の交点をEと すると

、DA=EAと なった。また、BDは 円0の

直径である。

このとき、次の問いに答えなさいj

(1)△ACB∽ △DABで あることを証明し

なさい。

(2)■3=6m,∠ BAC=60° とする。

①∠AEBの大きさを求めなさい。

② 四角形 スEBDの 面積を求めなさい。

③ △DABの 面積は△ECAの 何倍か求めなさい。
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